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(57)【要約】
【課題】利用者に対して利用者が利用可能なカードサー
ビスを分かり易く伝える。
【解決手段】表示手段と、表示手段と少なくとも一部が
重なり又は近傍に設けられ、複数の種類のメモリと非接
触通信を行う非接触通信手段と、それぞれのメモリの種
類に関する告知データを記憶する記憶手段と、メモリの
種類を選択する第１の選択手段と、第１の選択手段によ
って選択されたメモリの種類の中から更に一のメモリの
種類を選択する第２の選択手段と、非接触通信手段でメ
モリの種類を読み取る前に、記憶手段に記憶された全て
の告知データを表示手段に表示し、第１の選択手段によ
って上記非接触通信手段で非接触通信を行うことができ
るメモリの種類を選択し、第２の選択手段によって第１
の選択手段で選択されたメモリの種類の中から更に一の
メモリの種類を選択した後に、第２の選択手段で選択さ
れたメモリの種類に関する告知を行う告知データを上記
表示手段に表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段と、
　上記表示手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられ、複数の種類のメモリと非
接触通信を行う非接触通信手段と、
　上記非接触通信手段で非接触通信を行うことができるそれぞれのメモリの種類に関する
告知を行う告知データを記憶する記憶手段と、
　上記非接触通信手段で非接触通信を行うことができる上記メモリの種類を選択する第１
の選択手段と、
　上記第１の選択手段によって選択された上記メモリの種類の中から更に非接触通信を行
う一のメモリの種類を選択する第２の選択手段と、
　上記非接触通信手段で上記メモリの種類を読み取る前に、上記記憶手段に記憶された全
ての告知データを上記表示手段に表示し、上記第１の選択手段によって上記非接触通信手
段で非接触通信を行うことができる上記メモリの種類を選択し、上記第２の選択手段によ
って上記第１の選択手段で選択された上記メモリの種類の中から更に非接触通信を行う一
のメモリの種類を選択した後に、上記第２の選択手段で選択された上記メモリの種類に関
する告知を行う上記告知データを上記表示手段に表示する制御手段とを備えることを特徴
とする表示装置。
【請求項２】
　上記告知データは、上記表示手段に表示されるアイコンであることを特徴とする請求項
１記載の表示装置。
【請求項３】
　上記制御手段は、上記非接触通信手段による上記メモリの種類の読み取り後に、処理の
完了を告知することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
　上記制御手段は、上記非接触通信手段による上記メモリの種類の読み取り後に、処理の
未了を告知することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項５】
　広告データを表示する更なる表示手段を備えることを特徴とする請求項１記載の表示装
置。
【請求項６】
　表示手段で記憶手段に記憶された非接触通信手段で非接触通信を行うことができるそれ
ぞれのメモリの種類に関する告知を行う告知データを全て表示するステップと、
　上記表示手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられた上記非接触通信手段で非
接触通信を行うステップと、
　上記第１の選択手段によって上記非接触通信手段で非接触通信を行うことができる上記
メモリの種類を選択するステップと、
　上記第２の選択手段によって上記第１の選択手段で選択された上記メモリの種類の中か
ら更に非接触通信を行う一のメモリの種類を選択するステップと、
　上記第２の選択手段で選択された上記メモリの種類に関する告知を行う上記告知データ
を上記表示手段に表示するステップとを有することを特徴とする表示方法。
【請求項７】
　表示手段で記憶手段に記憶された非接触通信手段で非接触通信を行うことができるそれ
ぞれのメモリの種類に関する告知を行う告知データを全て表示し、
　上記表示手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられた上記非接触通信手段で非
接触通信を行い、
　上記第１の選択手段によって上記非接触通信手段で非接触通信が行うことができる上記
メモリの種類を選択し、
　上記第２の選択手段によって上記第１の選択手段で選択された上記メモリの種類の中か
ら更に非接触通信を行う一のメモリの種類を選択し、
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　上記第２の選択手段で選択された上記メモリの種類に関する告知を行う上記告知データ
を上記表示手段に表示する処理をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項８】
　表示手段と、
　上記表示手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられ、複数の種類のメモリと非
接触通信を行う非接触通信手段と、
　上記非接触通信手段で非接触通信を行うことができるそれぞれのメモリの種類に関する
告知を行う告知データを記憶する記憶手段と、
　上記非接触通信手段で読み取られる上記一のメモリの種類を選択する選択手段と、
　上記選択手段で上記メモリの種類を選択する前に、上記記憶手段に記憶された全ての告
知データを上記表示手段に表示し、上記選択手段で上記一のメモリの種類を選択した後に
、選択された上記告知データを上記表示手段に表示する制御手段とを備えることを特徴と
する表示装置。
【請求項９】
　上記告知データは、上記表示手段に表示されるアイコンであることを特徴とする請求項
８記載の表示装置。
【請求項１０】
　上記制御手段は、上記選択手段で上記メモリの種類を選択した後に、処理の完了を告知
することを特徴とする請求項８記載の表示装置。
【請求項１１】
　上記制御手段は、上記選択手段で上記メモリの種類を選択した後に、処理の未了を告知
することを特徴とする請求項８記載の表示装置。
【請求項１２】
　広告データを表示する更なる表示手段を備えることを特徴とする請求項８記載の表示装
置。
【請求項１３】
　表示手段で記憶手段に記憶されたそれぞれのメモリの種類に関する告知を行う告知デー
タを全て表示するステップと、
　上記表示手段に表示された上記全ての告知データの中から選択手段で一のメモリの種類
を選択するステップと、
　上記選択手段で選択された上記告知データを上記表示手段に表示するステップと、
　上記表示手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられた非接触通信手段で非接触
通信を行うステップとを有することを特徴とする表示方法。
【請求項１４】
　表示手段で記憶手段に記憶されたそれぞれのメモリの種類に関する告知を行う告知デー
タを全て表示し、
　上記表示手段に表示された上記全ての告知データの中から選択手段で一のメモリの種類
を選択し、
　上記選択手段で選択された上記告知データを上記表示手段に表示し、
　上記表示手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられた非接触通信手段で非接触
通信を行う処理をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のカードサービスに対応した非接触ＩＣカードを用いるとき、利用者に
対して利用者が利用可能なカードサービスを分かり易く伝えることができる表示装置、表
示方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のカードサービスに対応した非接触ＩＣカードのリーダ／ライタは、利用可
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能なカードサービスが予め決まっていることが多いため、例えば、非接触ＩＣカードのリ
ーダ／ライタやこの周囲にシールや印刷等によって利用者に対して利用者が利用可能なカ
ードサービスのシンボル等を表示している場合が多い。
【０００３】
　しかしながら、複数のカードサービスに対応した非接触ＩＣカードのリーダ／ライタを
利用するとき、例えば、長年利用されているとシールや印刷等では見づらくなる虞があり
、利用者が利用可能なカードサービスが分かり難くなる虞がある。また、利用者が利用可
能な複数のカードサービスに対応した非接触ＩＣカードでは、非接触ＩＣカードに備える
複数のカードサービスの中からどのカードサービスが利用可能なのか分かり難い等の問題
がある。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２３８６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明では、このような従来の事情に鑑みて提案されたものであり、複数のカードサー
ビスに対応した非接触ＩＣカードを利用するとき、利用者に対して利用者が利用可能なカ
ードサービスを分かり易く伝えることができる表示装置、表示方法及びプログラムを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した目的を達成するために本発明に係る表示装置は、表示手段と、上記表示手段と
少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられ、複数の種類のメモリと非接触通信を行う非
接触通信手段と、上記非接触通信手段で非接触通信を行うことができるそれぞれのメモリ
の種類に関する告知を行う告知データを記憶する記憶手段と、上記非接触通信手段で非接
触通信を行うことができる上記メモリの種類を選択する第１の選択手段と、上記第１の選
択手段によって選択された上記メモリの種類の中から更に非接触通信を行う一のメモリの
種類を選択する第２の選択手段と、上記非接触通信手段で上記メモリの種類を読み取る前
に、上記記憶手段に記憶された全ての告知データを上記表示手段に表示し、上記第１の選
択手段によって上記非接触通信手段で非接触通信を行うことができる上記メモリの種類を
選択し、上記第２の選択手段によって上記第１の選択手段で選択された上記メモリの種類
の中から更に非接触通信を行う一のメモリの種類を選択した後に、第２の選択手段で選択
された上記メモリの種類に関する告知を行う上記告知データを上記表示手段に表示する制
御手段とを備える。
【０００７】
　また、本発明に係る表示方法は、表示手段で記憶手段に記憶された非接触通信手段で非
接触通信を行うことができるそれぞれのメモリの種類に関する告知を行う告知データを全
て表示するステップと、上記表示手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられた上
記非接触通信手段で非接触通信を行うステップと、上記第１の選択手段によって上記非接
触通信手段で非接触通信を行うことができる上記メモリの種類を選択するステップと、上
記第２の選択手段によって上記第１の選択手段で選択された上記メモリの種類の中から更
に非接触通信を行う一のメモリの種類を選択するステップと、上記第２の選択手段で選択
された上記メモリの種類に関する告知を行う上記告知データを上記表示手段に表示するス
テップとを有する。
【０００８】
　以上のような本発明は、ハードウェアにおいて構成できる他に、ソフトウェアによって
も実現することができる。すなわち、本発明に係るプログラムは、表示手段で記憶手段に
記憶された非接触通信手段で非接触通信を行うことができるそれぞれのメモリの種類に関
する告知を行う告知データを全て表示し、上記表示手段と少なくとも一部が重なり又は近
傍に設けられた上記非接触通信手段で非接触通信を行い、上記第１の選択手段によって上
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記非接触通信手段で非接触通信が行うことができる上記メモリの種類を選択し、上記第２
の選択手段によって上記第１の選択手段で選択された上記メモリの種類の中から更に非接
触通信を行う一のメモリの種類を選択し、上記第２の選択手段で選択された上記メモリの
種類に関する告知を行う上記告知データを上記表示手段に表示する処理をコンピュータに
実行させる。このプログラムは、ネットワーク、光ディスク又はＩＣカードといった可搬
性の記憶媒体を有して拡布され、コンピュータにインストールされてコンピュータで実行
される。
【０００９】
　また、上述した目的を達成するために本発明に係る表示装置は、表示手段と、上記表示
手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられ、複数の種類のメモリと非接触通信を
行う非接触通信手段と、上記非接触通信手段で非接触通信を行うことができるそれぞれの
メモリの種類に関する告知を行う告知データを記憶する記憶手段と、上記非接触通信手段
で読み取られる上記一のメモリの種類を選択する選択手段と、上記選択手段で上記メモリ
の種類を選択する前に、上記記憶手段に記憶された全ての告知データを上記表示手段に表
示し、上記選択手段で上記一のメモリの種類を選択した後に、選択された上記告知データ
を上記表示手段に表示する制御手段とを備える。
【００１０】
　また、本発明に係る表示方法は、表示手段で記憶手段に記憶されたそれぞれのメモリの
種類に関する告知を行う告知データを全て表示するステップと、上記表示手段に表示され
た上記全ての告知データの中から選択手段で一のメモリの種類を選択するステップと、上
記選択手段で選択された上記告知データを上記表示手段に表示するステップと、上記表示
手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられた非接触通信手段で非接触通信を行う
ステップとを有する。
【００１１】
　以上のような本発明は、ハードウェアにおいて構成できる他に、ソフトウェアによって
も実現することができる。すなわち、本発明に係るプログラムは、表示手段で記憶手段に
記憶されたそれぞれのメモリの種類に関する告知を行う告知データを全て表示し、上記表
示手段に表示された上記全ての告知データの中から選択手段で一のメモリの種類を選択し
、上記選択手段で選択された上記告知データを表示手段に表示し、上記表示手段と少なく
とも一部が重なり又は近傍に設けられた非接触通信手段で非接触通信を行う処理をコンピ
ュータに実行させる。このプログラムは、ネットワーク、光ディスク又はＩＣカードとい
った可搬性の記憶媒体を有して拡布され、コンピュータにインストールされてコンピュー
タで実行される。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、複数のカードサービスに対応した非接触ＩＣカードを利用者が利用す
るとき、利用者がＩＣカードを非接触通信手段で非接触通信を行う前に、記憶手段に記憶
された全てのＩＣカードの種類に関する告知データを表示手段に表示し、第１の選択手段
によって選択された非接触通信手段で非接触通信を行うことができるメモリの種類の中か
ら第２の選択手段によって更に一のメモリの種類を選択した後に、第２の選択手段によっ
て選択された告知データを、非接触通信手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けら
れた表示手段に表示することで、利用者に対して利用者が利用可能なカードサービスを分
かり易く伝えることができる。
【００１３】
　また、本発明によれば、一のカードサービスに対応した非接触ＩＣカードを複数枚所持
する利用者が利用するとき、利用者が選択手段で利用するＩＣカードの種類を選択する前
に、記憶手段に記憶された全てのＩＣカードの種類に関する告知データを表示手段に表示
し、利用者が選択手段で一のメモリの種類を選択した後に、選択された告知データを、非
接触通信手段と少なくとも一部が重なり又は近傍に設けられた表示手段に表示することで
、利用者に対して利用者が利用可能なカードサービスを分かり易く伝えることができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明が適用された表示装置１について、図面を参照して説明する。
【００１５】
　本発明が適用された表示装置１は、図１及び図２に示すように、スーパーマーケットや
コンビニエンスストア等の店舗に設置されたＰＯＳ端末２の近傍に設置されるものである
。
【００１６】
　この表示装置１は、略矩形で板状の外筐を構成する装置本体３と、この店舗で利用可能
なＩＣカード４のカードサービスの種類を表示する表示部５と、ＩＣカード４と非接触通
信を行う非接触通信部６と、カードサービスの種類を選択する選択手段である操作部７と
、カードサービスに関する告知データを記憶する記憶部８と、利用者に対して告知を行う
スピーカ９と、ネットワークを介してＰＯＳ端末２と通信を行う通信部１０と、全体の動
作を制御する制御部１１とを備えている。
【００１７】
　この表示装置１は、この店舗で利用可能なカードサービスの全種類をアイコンで表示部
５に表示し、カードサービスの種類をスピーカ９から放音する。また、表示装置１は、複
数のカードサービスに対応したＩＣカード４を所持している利用者が所望の商品を購入す
るとき、非接触通信部６にＩＣカード４をかざすことで、利用者がかざしたＩＣカード４
が備えるカードサービスの中からこの店舗で利用可能なカードサービスの種類を表示部５
にアイコンで表示し、表示部５に表示されたカードサービスの種類の中から利用者が利用
するカードサービスの種類を操作部７で選択すると、選択されたカードサービスの種類の
みをアイコンで表示部５に表示し、カードサービスの種類をスピーカ９から放音する。そ
して、表示装置１は、選択されたカードサービスのアイコンのみを表示する表示部５と重
なるように設けられた非接触通信部６に利用者がＩＣカード４をかざすことで、決済処理
等をするためにＩＣカード４と非接触通信を行う。
【００１８】
　表示部５は、図１に示すように、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＣＲＴ（Cathod
e Ray Tube）等で構成されている。表示部５には、一方の主面の表面に、図示はしないが
、光透過基板が配設されている。この光透過基板は、例えば、光透過性を有するアクリル
等の板材からなり、ＬＣＤ、ＣＲＴ等に表示された画像を透視できるようになっており、
主面の約中央に、ＩＣカード４と非接触通信を行う非接触通信部６が内蔵されている。表
示部５は、利用者によってＩＣカード４が後述する非接触通信部６にかざされるまではこ
の店舗で利用可能なカードサービスの全種類をアイコンで表示し、利用者によってＩＣカ
ード４が非接触通信部６にかざされると、利用者によってかざされたＩＣカード４が備え
る複数のカードサービスの中からこの店舗で利用可能なカードサービスの種類をアイコン
で表示し、このカードサービスのアイコンの中から利用者によってカードサービスが選択
されると、選択されたカードサービスのみをアイコンで表示する。
【００１９】
　具体的に、表示部５は、図３に示すように、店舗で利用可能なカードサービスの全種類
をアイコン及びカードサービスの名称で一覧表示する。図３においては、この店舗で利用
可能なカードサービスとして、「ＡＢＣカード」、「ＤＥＦカード」及び「ＧＨＩカード
」とし、それぞれのアイコン５ｂ，５ｃ，５ｄ（以下、アイコン５ｂ，５ｃ，５ｄを単に
アイコンともいう。）及びカードサービスの名称５ｅ，５ｆ，５ｇ（以下、カードサービ
スの名称を５ｅ，５ｆ，５ｇを単にカードサービスの名称ともいう。）が一覧表示されて
いる。そして、表示部５は、「ＡＢＣカード」、「ＤＥＦカード」及び「ＪＫＬカード」
のカードサービスに対応しているＩＣカード４が後述する非接触通信部６にかざされると
、図４に示すように、後述する制御部１１によって利用者がかざしたＩＣカード４が備え
るカードサービスの中からこの店舗で利用可能なカードサービスの種類が選択され、「Ａ
ＢＣカード」及び「ＤＥＦカード」のアイコン５ｂ，５ｃ及びＩＣカード４の名称５ｅ，
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５ｆを一覧表示する。
【００２０】
　そして、表示部５は、利用者が後述する操作部７を操作し、「ＡＢＣカード」及び「Ｄ
ＥＦカード」から利用する「ＡＢＣカード」にカーソル５ａを合わせて選択すると、図５
に示すように、選択された「ＡＢＣカード」のアイコン５ｂのみが表示される。
【００２１】
　なお、表示部５は、非接触通信部６が略中央に配設されていることに限定されず、非接
触通信部６の全てが表示部５に重なるように主面の平面視中央下側、平面視右下側等に内
蔵されていてもよい。
【００２２】
　また、表示部５は、店舗で利用可能なカードサービスの種類をアイコン及びカードサー
ビスの名称で表示することに限定されるものではなく、例えば、どちらか一方の告知デー
タだけでもよく、音声データ等の他の告知データで告知してもよい。更に、表示部５は、
店舗で利用可能なカードサービスの種類を一覧表示することに限定されるものではなく、
例えば、一又は複数個単位で順次表示するようにしてもよい。
【００２３】
　非接触通信部６は、図１及び図２に示すように、ＩＣカード４との間でＲＦＩＤ（Radi
o Frequency Identification System）、ＮＦＣ（Near Field Communication）等の短距
離又は近距離の非接触無線通信でＩＣカード４と通信を行う。非接触通信部６は、少なく
とも一部が表示部５に重なって設けられているアンテナコイルと、このアンテナコイルに
接続される通信回路とを有する。非接触通信部６は、通信回路で、ＩＣカード４に記録す
るために送信するデータを変調し、ＩＣカード４に変調データを送信すると共に、ＩＣカ
ード４から読み出すデータを復調して制御部１１に出力する。
【００２４】
　ここで、非接触通信部６と通信を行うＩＣカード４について説明する。このＩＣカード
４は、非接触通信部６と通信を行うためのカード側非接触通信部４ａと、各種情報データ
を格納するカード側メモリ４ｂとを有する。カード側非接触通信部４ａは、アンテナコイ
ルと、このアンテナコイルに接続されるカード側通信回路からなる。カード側非接触通信
部４ａは、カード側通信回路で、カード側メモリ４ｂに格納された各種情報データを非接
触通信部６に送信するとき、送信データを変調してアンテナコイルで出力すると共に、非
接触通信部６から受信した受信データを復調してカード側メモリ４ｂに格納する。カード
側メモリ４ｂは、不揮発性メモリ等の半導体メモリであり、各カードサービスに応じて、
ＩＣカード４を識別するための固有のカード識別子データ、貨幣データ及びＩＣカード４
の履歴データ等の管理データが格納されている。なお、ＩＣカード４は、一のカードサー
ビスに対応することに限定されず、例えば、カード側メモリ４ｂを複数個設けることで、
複数のカードサービスに対応するように設けてもよい。
【００２５】
　そして、非接触通信部６及びカード側非接触通信部４ａのそれぞれは、各々のアンテナ
コイルが誘導結合によって磁気的に結合し、ＩＣカード４と表示装置１との間で非接触通
信を行う。具体的に、非接触通信部６は、例えば、ＩＣカード４によって商品購入時の決
済処理が行われるとき、ＩＣカード４のカード側メモリ４ｂより貨幣データを読み出し、
購入代金分の減額処理を行って減額処理された貨幣データをＩＣカード４に送信すると共
に、購入された商品のＩＤや店舗のＩＤ、購入日時等の履歴データをＩＣカード４に送信
する。そして、送信データを受信したＩＣカード４は、カード側メモリ４ｂに格納されて
いる貨幣データや履歴データの更新を行う。
【００２６】
　操作部７は、図１に示すように、表示部５の近傍に配設されるものであり、押しボタン
、十字ボタン、表示部５と一体的なタッチパネル等が併用されて構成されている。操作部
７は、図４に示すように、例えば、表示部５に表示されたカードサービスの中から利用者
が利用する一のカードサービスを選択するため、利用者の操作に応じてカーソル５ａを移
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動させる。
【００２７】
　なお、操作部７は、例えば、表示部５に表示されたカーソル５ａを移動させることがで
きるとともに、選択決定操作を行うことができる回転押圧型のスイッチで構成してもよい
。また、操作部７は、押しボタン、十字ボタン、タッチパネル及び回転押圧型のスイッチ
を複数又は全て併用して構成してもよく、更に、それぞれ単独で構成してもよい。また、
操作部７は、表示部５の近傍に配設されることに限定されず、例えば、店員等が操作でき
るようにＰＯＳ端末２に配設されてもよく、また、表示部５の近傍とＰＯＳ端末２とに併
設されてもよい。
【００２８】
　記憶部８は、例えば、大容量ハードディスク、不揮発性メモリ等で構成されており、複
数のカードサービスのアイコンが保存されている。なお、アイコンの他に告知データとし
ては、カードサービスの種類が容易に分かるものであればよく、静止画、動画、文字デー
タ、音声データ又はこれらの組み合わせ等からなり、カードサービスの名称、ＩＣカード
発行会社名、ブランドイメージを表現したアイコン、カードサービスにそれぞれ設けた音
声データ等であってもよい。
【００２９】
　また、記憶部８には、ＩＣカード４が備える複数のカードサービスの中に店舗で利用可
能なカードサービスの種類がない場合や、選択されたカードサービスと利用者が非接触通
信部６にかざしたカードサービスとが一致しない場合や、ＩＣカード４のカード側メモリ
４ｂに記憶されている貨幣データが購入代金分より少なく減額処理が行えない場合等のＩ
Ｃカードの処理未了の旨を告知する等のエラーメッセージデータが保存されている。更に
、記憶部８には、選択されたカードサービスと利用者が非接触通信部６にかざしたＩＣカ
ード４とが一致してＩＣカードとの処理完了の旨を告知する等の動作確認メッセージデー
タが保存されている。これらエラーメッセージデータ及び動作確認メッセージデータは、
上述した告知データと同様に、アイコン、静止画、動画、文字データ、音声データ又はこ
れらの組み合わせ等からなる。
【００３０】
　また、これら記憶部８に記憶されたデータは、表示部５で表示される。なお、これら記
憶部８に記憶されたデータは、表示部５で表示することと併用してスピーカ９から放音さ
れるようにしてもよい。
【００３１】
　通信部１０は、ＰＯＳ端末２と、例えば、ＷＡＮ（Wide Area Network）、ＬＡＮ(Loca
l Area Network)等のネットワークを介して通信が行われる。通信部１０は、例えば、Ｉ
Ｃカード４の減額処理を行い、ＩＣカード４のカード側メモリ４ｂの貨幣データの更新が
正しく完了した旨をＰＯＳ端末２にネットワークを介して通信を行う。そして、店員は、
ＰＯＳ端末２で利用者が購入する所望の商品の決済処理を行う。
【００３２】
　制御部１１は、表示装置１の全体の動作を制御するものであり、図２に示すように、演
算部１１ａと、制御プログラムを格納した制御メモリ部１１ｂとを備えている。この制御
メモリ部１１ｂには、記憶部８に記憶された告知データを表示するための制御プログラム
や、それぞれのＩＣカード４と非接触通信を行うための制御プログラムや、利用者がかざ
したＩＣカード４が備えるカードサービスの中からこの店舗で利用可能なカードサービス
の種類を選択する制御プログラムや、選択されたカードサービスの種類に関する告知を行
う告知データを表示するための制御プログラム等が記憶されている。制御部１１は、これ
らのプログラムにしたがって、演算部１１ａで演算を行って全体の動作を制御する。
【００３３】
　次に、以上のように構成された表示装置１において、複数のカードサービスに対応した
ＩＣカード４を所持している利用者が所望の商品を購入して決済処理を行うまでの一連の
動作について図６を参照して説明する。
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【００３４】
　ステップＳ１において、制御部１１は、記憶部８にアクセスし、図３に示すように、記
憶部８に記憶されているこの店舗で利用可能なカードサービスの全種類のアイコン及びカ
ードサービスの名称を表示部５に表示し、スピーカ９からカードサービスの全種類の名称
を順次放音する。
【００３５】
　ステップＳ２において、制御部１１は、表示部５と重なるように設けられている非接触
通信部６にＩＣカード４がかざされると、非接触通信部６を介し、ＩＣカード４と非接触
通信を開始する。
【００３６】
　ステップＳ３において、制御部１１は、非接触通信部６でＩＣカード４と非接触通信を
行い、各カードサービスに応じて定義されている所定のアドレスに順次アクセスし、それ
ぞれのアドレスで対話を行うことができるかどうか判断する。
【００３７】
　ステップＳ４において、制御部１１は、記憶部８にアクセスして、対話を行うことがで
きたカードサービスに関連するアイコン５ｂ，５ｃ及びカードサービスの名称５ｅ，５ｆ
を表示部５に表示し、スピーカ９から対話を行うことができる全種類のカードサービスの
名称５ｅ，５ｆを順次放音する。
【００３８】
　ステップＳ５において、制御部１１は、非接触通信部６にかざされたＩＣカード４に対
話を行うことができるカードサービスがないと判断された場合、記憶部８にアクセスし、
表示部５にＩＣカード４との処理未完了の旨を表現したアイコンでエラーメッセージを表
示し、スピーカ９からＩＣカード４との処理未完了の旨を表現した音声でエラーメッセー
ジを放音する。
【００３９】
　ステップＳ６において、利用者は、図４に示すように、表示部５に表示されている対話
を行うことができるカードサービスの中から利用者が利用するカードサービスの種類を操
作部７で選択する。この際、制御部１１は、利用者により操作部７を操作することで操作
信号が入力されたとき、この操作信号に応じて、表示部５に表示されているカーソル５ａ
の移動を行う。なお、表示装置１は、店員により、利用者が利用するカードサービスの種
類を選択する操作を行ってもよい。
【００４０】
　ステップＳ７において、制御部１１は、利用者が利用するカードサービスの種類が選択
されると記憶部８にアクセスし、図５に示すように、選択されたカードサービスのアイコ
ン５ｂのみを表示部５に表示し、スピーカ９から選択されたカードサービスの種類の名称
を放音する。そして、制御部１１は、非接触通信部６が、選択されたＩＣカード４のみと
非接触通信が行われるようにする。
【００４１】
　ステップＳ８において、制御部１１は、選択されたカードサービスが表示された表示部
５と重なるように設けられている非接触通信部６に再びＩＣカード４がかざされると、非
接触通信部６を介し、ＩＣカード４と非接触通信を開始する。制御部１１は、選択された
カードサービスと利用者が非接触通信部６にかざしたＩＣカード４のカードサービスとの
種類が一致したか判断し、非接触通信部６でＩＣカード４のカード側メモリ４ｂより貨幣
データを読み出して購入代金分の減額処理を行い、減額処理された貨幣データ及び履歴デ
ータ等をＩＣカード４に送信してカード側メモリ４ｂのデータを更新する。
【００４２】
　ステップＳ９において、非接触通信部６とＩＣカード４とが正しく処理が行われたのか
判断する。
【００４３】
　ステップＳ１０において、制御部１１は、非接触通信部６とＩＣカード４とが正しく処
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理が行われた場合、記憶部８にアクセスし、表示部５にＩＣカード４との処理完了の旨を
表現したアイコンで動作確認メッセージを表示し、スピーカ９からＩＣカード４との処理
完了の旨を表現した音声で動作確認メッセージを放音する。
【００４４】
　ステップＳ５において、制御部１１は、選択されたカードサービスと利用者が非接触通
信部６にかざしたＩＣカード４のカードサービスとが一致しない場合や、ＩＣカード４の
カード側メモリ４ｂに記憶されている貨幣データが購入代金分より少なく減額処理が行え
ない場合等、非接触通信部６とＩＣカード４とが正しく処理が行われない場合、記憶部８
にアクセスし、表示部５にＩＣカード４との処理未完了の旨を表現したアイコンでエラー
メッセージを表示し、スピーカ９からＩＣカード４との処理未完了の旨を表現した音声で
エラーメッセージを放音する。
【００４５】
　次いで、制御部１１は、ＩＣカード４のカード側メモリ４ｂの貨幣データの更新完了信
号を、通信部１０を介してＰＯＳ端末２に送信する。
【００４６】
　なお、表示装置１は、複数のカードサービスに対応したＩＣカード４に限定されるもの
ではなく、一のカードサービスに対応したＩＣカード４にも適応される。このとき、表示
装置１は、利用者がどのカードサービスを利用するのか分かっているので、例えば、ステ
ップＳ６において、ＩＣカード４の種類を操作部７で選択させることなく、制御部１１に
選択させてもよい。これにより表示装置１は、ＩＣカード４を非接触通信部６に一度かざ
すことで、決算処理等まで行うことができる。
【００４７】
　なお、この表示装置１は、店舗が一のＩＣカード４にしか対応していないとき、設置時
等に予め一のＩＣカード４にしか対応しないように選択したときでも適応することができ
る。このとき、表示装置１は、一のＩＣカード４のカードサービスしか利用できないので
、例えば、ステップＳ６において、利用者が利用するカードサービスの種類を操作部７で
選択させることなく、制御部１１で選択させてもよい。これにより表示装置１は、ＩＣカ
ード４を非接触通信部６に一度かざすことで、決算処理等まで行うことができる。
【００４８】
　なお、表示装置１は、例えば、一のカードサービスを備えるＩＣカード４が複数枚重ね
てかざされたときにも適用することができる。
【００４９】
　以上のような構成を有する表示装置１は、複数のカードサービスに対応したＩＣカード
４を所持している利用者が所望の商品を購入するとき、利用者が非接触通信部６にＩＣカ
ード４をかざすことで、利用者が所持しているＩＣカード４が備えるカードサービスの中
からこの店舗で利用可能なカードサービスの種類を表示部５にアイコンで表示し、表示部
５に表示されたカードサービスの種類の中から利用者が利用するカードサービスの種類を
操作部７で選択すると、選択されたカードサービスの種類のみをアイコンで表示部５に表
示し、カードサービスの種類をスピーカ９から放音することで、利用者に対して利用者が
選択したカードサービスを分かり易く伝えることができる。
【００５０】
　また、表示装置１は、表示部５が非接触通信部６と重なるように設けられているので、
利用者によって選択されたカードサービスを表示したアイコン５ｂと非接触通信部６とが
重なるように設けることができるため、ＩＣカード４をかざす場所を利用者に対して分か
り易く伝えることができる。
【００５１】
　なお、表示装置１は、非接触通信部６が表示部５と全て重なるように設けられることに
限定されず、図７に示すように、非接触通信部６と表示部５との一部が重なるように設け
られてもよい。図７の表示装置においても、利用者が選択したカードサービスを分かり易
く伝えることができるとともに、非接触通信部６と表示部５との一部が重なるように設け
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られているので、選択されたカードサービスのアイコン５ｂと非接触通信部６とを近傍に
設けることができるため、ＩＣカード４をかざす場所を利用者に対して分かり易く伝える
ことができる。
【００５２】
　なお、表示装置１は、非接触通信部６が、表示部５と少なくとも一部が重なるように設
けられることに限定されず、非接触通信部６が、図８に示すように、表示部５の外側近傍
に設けられる等、表示部５の近傍に設けられてもよい。図８の表示装置１においても、利
用者が選択したカードサービスを分かり易く伝えることができるとともに、非接触通信部
６が、表示部５の近傍に設けられているので、選択されたカードサービスのアイコン５ｂ
と非接触通信部６とを近傍に設けることができるため、ＩＣカード４をかざす場所を利用
者に対して分かり易く伝えることができる。
【００５３】
　なお、表示装置１には、図９に示すように、広告データを表示する更なる表示部１２を
設けてもよい。具体的に、表示部１２は、動画、静止画、音声データ又は文字データ等で
構成された広告データを表示する。広告データとしては、これらに限定されるものではな
いが、クーポンや広告等である。そして、表示部１２は、例えば、広告データを所定時刻
になる毎に広告データの内容が変わるように表示する。この際、スピーカ９からは、表示
部１２と併用して音声で広告データを放音してもよい。表示装置１は、複数のカードサー
ビスに対応したＩＣカード４を所持している利用者が広告データを取得するとき、非接触
通信部６にＩＣカード４をかざすことで、利用者がかざしたＩＣカード４が備えるカード
サービスの中からこの店舗で取得可能な広告データを表示部５にアイコンで表示し、表示
部５に表示された広告データの中から利用者が取得する広告データを操作部７で選択する
と、選択された広告データのみをアイコンで表示部５に表示し、広告データをスピーカ９
から放音することで、利用者に対して利用者が取得可能な広告データを分かり易く伝える
ことができる。また、この表示装置１は、表示部５と非接触通信部６とが重なるように設
けられており、表示部５に表示された広告データのアイコンが非接触通信部６と少なくと
も一部が重なり又は近傍に表示されることで、ＩＣカード４をかざす場所を利用者に対し
て分かり易く伝えることができる。
【００５４】
　なお、表示装置１は、表示部５に、動画、静止画、音声データ又は文字データ等で構成
されたクーポンや広告等を含む広告データを表示してもよい。すなわち、表示装置１は、
図１０に示すように、スタンドタイプで構成され、駅、広場、ホテルのロビー等に配置さ
れる広告表示装置２０としても適用される。この広告表示装置２０は、大画面２１を備え
、この一部に非接触通信部６が設けられている。このため、この広告表示装置２０は、複
数のカードサービスに対応したＩＣカード４を所持している利用者が広告データを取得す
るとき、非接触通信部６にＩＣカード４をかざすことで、利用者がかざしたＩＣカード４
が備えるカードサービスの中からこの広告表示装置２０で取得可能な広告データを大画面
２１にアイコンで表示し、大画面２１に表示された広告データの中から利用者が取得する
広告データを操作部７で選択すると、選択された広告データのみをアイコンで表示部５に
表示し、広告データをスピーカ９から放音することで、利用者に対して利用者が取得可能
な広告データを分かり易く伝えることができる。また、この広告表示装置２０は、大画面
２１と非接触通信部６とが重なるように設けられており、大画面２１に表示された広告デ
ータのアイコンが非接触通信部６と少なくとも一部が重なり又は近傍に表示されることで
、ＩＣカード４をかざす場所を利用者に対して分かり易く伝えることができる。
【００５５】
　なお、表示装置１は、ＰＯＳ端末２の近傍に設置されることに限定されず、非接触通信
部６を設けたノート型やディスクトップ型のパーソナルコンピュータ等の情報処理装置に
設けてもよい。この場合、非接触通信部６を設けた情報処理装置に本発明に係るプログラ
ムをインストールすることによって、個人用として同様のことを行うことができる。
【００５６】
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　なお、表示装置１は、非接触通信部６にかざされるものとして、ＩＣカード４に限定さ
れるものではなく、ＩＣチップを内蔵した携帯電話等の携帯型情報処理装置でもよい。
【００５７】
　次に、本発明が適用された表示装置の他の例について、図面を参照して説明する。
【００５８】
　ここで説明する例は、先に説明したものが、複数のカードサービスに対応したＩＣカー
ド４を非接触通信部にかざした後に、利用者が利用するカードサービスを選択するのに対
して、複数のカードサービスから利用者が利用するカードサービスを選択した後に、ＩＣ
カード４をかざすものである。
【００５９】
　以下、表示装置３０は、上述した表示装置１と同様の構成を有する場合は、同じ符号を
付して説明を省略する。
【００６０】
　本発明が適用された表示装置３０は、図１及び図２に示すように、スーパーマーケット
やコンビニエンスストア等の店舗に設置されたＰＯＳ端末２の近傍に設置されるものであ
る。
【００６１】
　この表示装置３０は、略矩形で板状の外筐を構成する装置本体３と、この店舗で利用可
能なＩＣカード４の種類を表示した表示部５と、ＩＣカード４と非接触通信を行う非接触
通信部６と、ＩＣカード４の種類を選択する選択手段である操作部７と、ＩＣカードに関
する告知データを記憶する記憶部８と、利用者に対して告知を行うスピーカ９と、ネット
ワークを介してＰＯＳ端末２と通信を行う通信部１０と、全体の動作を制御する制御部１
１とを備えている。なお、表示装置３０は、上述した表示装置１と同様の構成を有するた
め説明を省略する。
【００６２】
　この表示装置３０は、複数の種類のＩＣカード４を所持している利用者が所望の商品を
購入するとき、この店舗で利用可能なＩＣカード４の全種類をアイコンで表示した表示部
５の中から、利用者が利用するＩＣカード４の種類を操作部７で選択し、選択されたＩＣ
カード４の種類をアイコンで表示部５に表示し、ＩＣカード４の種類をスピーカ９から放
音する。そして、表示装置３０は、選択されたＩＣカード４のアイコンを表示する表示部
５と重なるように設けられた非接触通信部６にＩＣカード４をかざすことで、決済処理等
をするためにＩＣカード４と非接触通信を行う。
【００６３】
　次に、以上のように構成された表示装置３０において、一のカードサービスを備えるＩ
Ｃカード４を複数枚所持している利用者が所望の商品を購入して決済処理を行うまでの一
連の動作について図１１を参照して説明する。
【００６４】
　ステップＳ２０において、制御部１１は、記憶部８にアクセスし、記憶部８に記憶され
ているこの店舗で利用可能なＩＣカード４の全種類を表示部５にアイコンで表示し、スピ
ーカ９からＩＣカード４の全種類を音声で放音する。
【００６５】
　ステップＳ２１において、複数の種類のＩＣカード４を所持している利用者は、所望の
商品を購入するとき、図３に示すように、表示部５に表示されているこの店舗で利用可能
なＩＣカード４の中から、利用者が利用するＩＣカード４の種類を操作部７で選択する。
この際、制御部１１は、利用者により操作部７を操作することで操作信号が入力されたと
き、この操作信号に応じて、表示部５に表示されているカーソル５ａの移動を行う。なお
、表示装置１は、店員により、利用者が利用するＩＣカード４の種類を選択する操作を行
ってもよい。
【００６６】
　ステップＳ２２において、制御部１１は、ＩＣカード４の種類が選択されると記憶部８
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にアクセスし、図５に示すように、選択されたＩＣカード４のアイコン５ｂのみを表示部
５に表示し、ＩＣカード４の種類をスピーカ９から放音する。
【００６７】
　ステップＳ２３において、制御部１１は、選択されたＩＣカード４が表示された表示部
５と重なるように設けられている非接触通信部６にＩＣカード４がかざされると、非接触
通信部６を介し、ＩＣカード４と非接触通信を開始する。制御部１１は、選択されたＩＣ
カード４と利用者が非接触通信部６にかざしたＩＣカード４との種類が一致したか判断し
、非接触通信部６でＩＣカード４のカード側メモリ４ｂより貨幣データを読み出して購入
代金分の減額処理を行い、減額処理された貨幣データ及び履歴データ等をＩＣカード４に
送信してカード側メモリ４ｂのデータを更新する。
【００６８】
　ステップＳ２４において、非接触通信部６とＩＣカード４とが正しく処理が行われたの
か判断する。
【００６９】
　ステップＳ２５において、制御部１１は、非接触通信部６とＩＣカード４とが正しく処
理が行われた場合、記憶部８にアクセスし、表示部５にＩＣカード４との処理完了の旨を
表現したアイコンで動作確認メッセージを表示し、スピーカ９からＩＣカード４との処理
完了の旨を表現した音声で動作確認メッセージを放音する。
【００７０】
　ステップＳ２６において、制御部１１は、選択されたＩＣカード４と利用者が非接触通
信部６にかざしたＩＣカード４とが一致しない場合や、ＩＣカード４のカード側メモリ４
ｂに記憶されている貨幣データが購入代金分より少なく減額処理が行えない場合等、非接
触通信部６とＩＣカード４とが正しく処理が行われない場合、記憶部８にアクセスし、表
示部５にＩＣカード４との処理未完了の旨を表現したアイコンでエラーメッセージを表示
し、スピーカ９からＩＣカード４との処理未完了の旨を表現した音声でエラーメッセージ
を放音する。
【００７１】
　次いで、制御部１１は、ＩＣカード４のカード側メモリ４ｂの貨幣データの更新完了信
号を、通信部１０を介してＰＯＳ端末２に送信する。
【００７２】
　以上のような構成を有する表示装置３０は、複数の種類のＩＣカード４を所持している
利用者が所望の商品を購入するとき、この店舗で利用可能なＩＣカード４の種類をアイコ
ン等で表示した表示部５の中から、利用者が利用するＩＣカード４の種類を操作部７で選
択し、選択されたＩＣカード４のアイコン５ｂを表示部５に表示し、ＩＣカードの種類を
スピーカ９から放音することで、利用者に対して利用者が選択したＩＣカード４を分かり
易く伝えることができる。
【００７３】
　また、表示装置３０は、表示部５が、非接触通信部６と重なるように設けられているの
で、選択されたＩＣカード４を表示したアイコン５ｂと非接触通信部６とが重なるように
設けることができるため、ＩＣカード４をかざす場所を利用者に対して分かり易く伝える
ことができる。
【００７４】
　なお、表示装置３０は、非接触通信部６が表示部５と全て重なるように設けられること
に限定されず、図７に示すように、非接触通信部６と表示部５との一部が重なるように設
けられてもよい。図７の表示装置３０においても、利用者が選択したＩＣカード４を分か
り易く伝えることができるとともに、非接触通信部６と表示部５との一部が重なるように
設けられているので、選択されたＩＣカード４のアイコン５ｂと非接触通信部６とを近傍
に設けることができるため、ＩＣカード４をかざす場所を利用者に対して分かり易く伝え
ることができる。
【００７５】
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　なお、表示装置３０は、非接触通信部６が、表示部５と少なくとも一部が重なるように
設けられることに限定されず、非接触通信部６が、図８に示すように、表示部５の外側近
傍に設けられる等、表示部５の近傍に設けられてもよい。図８の表示装置３０においても
、利用者が選択したＩＣカード４を分かり易く伝えることができるとともに、非接触通信
部６が、表示部５の近傍に設けられているので、選択されたＩＣカード４のアイコン５ｂ
と非接触通信部６とを近傍に設けることができるため、ＩＣカード４をかざす場所を利用
者に対して分かり易く伝えることができる。
【００７６】
　なお、表示装置３０には、図９に示すように、広告データを表示する更なる表示部１２
を設けてもよい。具体的に、表示部１２は、動画、静止画、音声データ又は文字データ等
で構成された広告データを表示する。広告データとしては、これらに限定されるものでは
ないが、クーポンや広告等である。そして、表示部１２は、例えば、広告データを所定時
刻になる毎に広告データの内容が変わるように表示する。この際、スピーカ９からは、表
示部１２と併用して音声で広告データを放音してもよい。表示装置３０は、表示部１２で
表示されている広告データを利用者又は店員が操作部７で選択し、選択された広告データ
が格納可能なＩＣカード４を表示部５にアイコンで表示し、選択された広告データが格納
可能なＩＣカード４の種類をスピーカ９から放音し、表示部５で表示されているＩＣカー
ド４を利用者又は店員が操作部７で選択し、選択された広告データを格納するＩＣカード
４を非接触通信部６にかざすことで、選択された広告データをＩＣカード４に容易に取得
することができる。
【００７７】
　なお、表示装置３０は、表示部５に、動画、静止画、音声データ又は文字データ等で構
成されたクーポンや広告等を含む広告データを表示してもよい。すなわち、表示装置３０
は、図１０に示すように、スタンドタイプで構成され、駅、広場、ホテルのロビー等に配
置される広告表示装置４０としても適用される。この広告表示装置４０は、大画面２１を
備え、この一部に非接触通信部６が設けられている。このため、この広告表示装置４０は
、例えば、大画面に表示されたクーポンを利用者がタッチパネル等の操作部７で選択し、
選択されたクーポンのアイコン及びクーポン名が表示された非接触通信部６にＩＣカード
４をかざすことで、選択されたクーポンをＩＣカード４に容易に取得することができる。
また、この広告表示装置４０は、大画面２１と非接触通信部６とが重なるように設けられ
ており、大画面２１に表示されたクーポンのアイコン及びクーポン名が非接触通信部６と
少なくとも一部が重なり又は近傍に表示されることで、ＩＣカード４をかざす場所を利用
者に対して分かり易く伝えることができる。
【００７８】
　なお、表示装置３０は、ＰＯＳ端末２の近傍に設置されることに限定されず、非接触通
信部６を設けたノート型やディスクトップ型のパーソナルコンピュータ等の情報処理装置
に設けてもよい。この場合、非接触通信部６を設けた情報処理装置に本発明に係るプログ
ラムをインストールすることによって、個人用として同様のことを行うことができる。
【００７９】
　なお、表示装置３０は、非接触通信部６にかざされるものとして、ＩＣカード４に限定
されるものではなく、ＩＣチップを内蔵した携帯電話等の携帯型情報処理装置でもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明が適用された表示装置の実施例を示した図である。
【図２】本発明が適用された表示装置のブロック図である。
【図３】店舗で利用可能なＩＣカードの全種類をアイコンで表示する表示部の状態を示し
た図である。
【図４】利用者によってかざされたＩＣカードが備える複数のカードサービスの中からこ
の店舗で利用可能なＩＣカードの全種類をアイコンで表示した表示部の状態を示した図で
ある。
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【図５】利用者によって選択されたＩＣカードのみを表示した表示部の状態を示した図で
ある。
【図６】本発明が適用された表示装置の動作を示したフローチャートである。
【図７】本発明が適用された表示装置の表示部と非接触通信部とを一部重なるように設け
た実施例を示した図である。
【図８】本発明が適用された表示装置の表示部と非接触通信部とを近傍に設けた実施例を
示した図である。
【図９】本発明が適用された表示装置に更なる表示部を設けた実施例を示した図である。
【図１０】本発明が適用された表示装置の装置本体をスタンドタイプに設けた実施例を示
した図である。
【図１１】本発明が適用された他の例の表示装置の動作を示したフローチャートである。
【符号の説明】
【００８１】
１　表示装置、２　ＰＯＳ端末、３　装置本体、４　ＩＣカード、４ａ　カード側非接触
通信部、４ｂ　カード側メモリ、５　表示部、６　非接触通信部、７　操作部、８　記憶
部、９　スピーカ、１０　通信部、１１　制御部

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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